
8.非 常勤 講 師 (氏名:講義題目:日時)

(盟)岡ノ谷一夫(千桑大学 文学部 助教授)

r小爪の歌と4つの門間J

1999年9月27日(月)～9月28日(火)
(哩)村上雷士夫(大阪大学 基礎工学研究科 放授)

｢発生神経生物学｣

1999年10月5日(火)～6日(水)

(哩)本多消志(ATR･人間情報通信研究所 第4

部門主任)

r雷声の生物学的基礎｣

1999年10月25日(月)～10月26日(火)
(哩)上野吉- (北梅迫大学 実験生物センター

助手)

r唄覚･味覚から見た霊長類の世界｣

1999年12月8日(水)～12月10日(金)

9.リサーチ･アシスタント(R･A)
(氏名 :採用期間)

下岡ゆき子 :

1999年5月1日～2000年3月31日
竹元 博幸 :

1999年5月1日～2000年3月31日
田代 靖子 :

1999年5月1日～2000年3月31日
船越 美校 :

1999年5月1日～2000年3月31日
松原 幹 :

1999年5月1日～2000年3月31日

10.ティーチング･アシスタント(T･A)
(氏名 :採用期間)

郷 康広 :

1999年4月1日～2000年3月31日
西村 剛 :

1999年4月1日～2000年3月31日
藤田 志JS-:

1999年4月1日～2000年3月31日
近藤美智和 :

1999年10月1日～2000年3月31日

11.研究活動
(1)各研究部門及び附屈施設

進化系統研究部門

形態進化分野

片山一道 ･桁印 税 ･屯利便蛾 ･

団松 丑 ･早川的治1)

<研究概要>

A)ヒトの進化の特先性に関する形.fLPt<学的研死

片山一道

ヒトは非常に特只な身体特徴をもつ大型析人

猿の一種である｡そのヒトの特異性を形態学の方

法で検索すること､同時に､けた外れに大きなヒ

トの多様性の意味を解明すること,もってヒト化

およびサビエンス化のプロセスの実限.要因.柿

性などを広く忠良切の進化と適応現象の文脈の巾

で総合的に考繋していくことがテーマである｡

ヒトなどのfl格を肉眼祝祭や検托祝鰯や計測

分析などで調べる竹学研究が主要な研死方法だ

が.ときにⅩ較投影法などを駆使した生体学的研

究とか､成長加齢現象の分析なども行っている.

できるだけ独自の視点で出来るだけシンプルな方

法で身近な問題を扱い､まさに大きさと形だけで

ヒトの特果性を解明していこうとするのが､この

研究の心髄である｡

もとより人類の進化.つまりヒト化とサビエ

ンス化のプロセスには.他の生物の進化とは先な

る大きな特性がある｡ひとつは遺伝子の変化を伴

わず.体形､行動､存在様式だけが異常な速度で

変化した点､ひとつは特殊化せずに.どんどん分

布域を拡大していった点である｡だからヒトの本

質に近づくには､肉眼形態学などのマクロな方法

論でアプローチするのが有効な手段となる｡ヒト

の進化の実態､要因､特性を再検証することに

よって､r人間とは何か｣を考える人間論の筒域

に深く招み込んでいきたい｡

B)古人骨の冊考古学的研究

片山一道 ･杉原浦ft2)･中井将嗣2)

古人竹や化石人骨の研究は.先史時代や過去

の人びとの体形や容貌などを推察するための唯一

の手段である.同時に､それらの人びとの生活形

態を知るにも血安な手段となる.個々の骨に活動

痕､生活痕､病瓜 偶痕などが刻まれ 骨の元素
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偶成が食物内容によって影響を受けるからであ

る.また多数の人骨を調べることにより古人口学

の閉脚 こアプローチできろからである｡

古人骨や化石人骨を形態学的に調べることに

より､あるいは同位体元素などを分析することに

より､過去の人びとの日常的な生活活動.特殊活

臥 食習似､健康状態､社会的な構成などを明ら

かにする｡これが研究の骨子である｡

C)チンパンジーとニホンザルの加齢に伴う身体

形態と体組成変化

潰田 穣

チンパンジーとニホンザルの周思春期の成

長 ･先述を縦断的研究を継続した｡チンパンジー

ばlo-12歳になり､身長などの長さサイズ成長
が終了まぢかとなっている｡この成長を予備的に

分析したところ､性成熱の八歳ごろに期待される

Ll)J碓な比容糊成長加速は.チンパンジーにおいて

は見られない｡一方､ニホンザルは3歳から7歳

までの縦断的研究が本年度で終了し､分析結果か

ら季節伺相性 (夏に成長加速され､冬には減速さ

れる)に牲成熟Jglの加速とが重なったパターンを

示した｡思春期成長加速は従来､ヒト独自の特徴

であると考えられてきたが､必ずしもそうではな

く､笠銭班種のおかれている自然 ･社会環境に

よっては､加速的パターンが適応として発達する｡

チンパンジーについては､研究を継続し､ニ

ホンザルについては､メスの思春期前の成長を精

査するために､二歳からの個体の縦断研究を行う

必ELがある｡

Dcxa泣旺(二波長X線吸収塁測定装置)を用

いて､ニホンザルの体組成の年齢変化 ･季節変化

を研死している｡ニホンザルの身体は､季節周期

性を示し.秋にもっとも体重と脂肪量が多く.香

に少なくなる｡この周期性は変動幅では少ないが,

施孜飼群個体であっても見られ､生理的メカニズ

ムが空f生個体のものと同様に働いていることが推

測される｡分析結果から脂肪畠のみならず､除脂

肪虫の季節変動も著しく体重変動のほとんどがこ

ちらの成分変動によるものであることが明らかに

なった.ニホンザルにおける､体重 ･脂肪の季節

変動､ならびに生殖機能の機序について,今後､

染料収鵜と分析を行っていく｡

D)アフリカ中央部の類人猿とオナガザル類の系

統 ･形態学的研究

浜田 穣

ガボン共和国のイパサーミングリ間地域､お

よび南東部のバクンバ地域で類人猿(西ローラン

ドゴリラとツエゴチンパンジー),オナガザル類

(グエノン類 ･マンガペイ類･コロブス類など)の

フィールド調査を行った｡調査内容は､主にビデ

オ指影によるロコモーションや岨噴運動の記録.

テープ録音による音声記録である｡このうちロコ

モーション研究では､樹上四足歩行と一般的には

カテゴライズされているオナガザル類であるが､

種ごとにその移動様式は兄なり､同じように跳躍

とタイプされる行動でも､身体運動としてはかな

り種間差が見られる｡そのような運動の差足が身

体形態にも反映されているだろうと予測される｡

類人猿については､地域差研究の讃料として典に

残された体毛や糞を収集した｡

カメルーン共和国のカラマルエ国立公固でパ

タス ･モンキーのフィールド調査を行った.調査

内容は前記の調査と同様である｡ロコモーション

で注目されたのは,ひじょうに頻繁に二足で立ち

上がること､歩行 ･ゆっくり走行 ･急速走行とス

ピードに関連して､いちじるしく前後肢の動かし

方が異なること､および頭の揺れが追うことであ

る｡このようなロコモーション特徴は開けた草原

というバタス ･モンキーの生息環境の特徴と関連

すると思われる｡捕食者への注意や群れ他個体を

見失わないように､草丈以上に視線を上げること､

草の茎や根に足をとられないようにドシン･バタ

ン運動(遊脚期に､手足を高く持ち上げて前方に

振り出し､重心動揺が大きい)をとること｡岨境

に関して､ひじょうに広範な食物を摂取し､それ

ぞれに効果的な岨噴運動をとっている印象を受け

た｡ビデオ解析で明らかにしたい｡

E)ヒトをふくむ霊長類の骨格.とくに頭蓋骨の

研究

毛利俊班

ヤクニホンザルの実験動物化､後氷期におけ

るニホンザルの成立過程の総合的研究,古代日本

の争乱と武器に関する骨学的および考古学的研

1)文部技官 2)大学院生
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究､古人骨と動物迫存体に関する総合研究などに

参耐している｡考古追跡出土冊では､サルが生息

しない沖縄爪の首Ei城から出土した16-17世紀

頃の詔長柄郡分冊格を祝祭することができた｡

F)究アフリカの化石詔長鮒こ関する野外調査

団松 E2

1999年7月～10月の約3ケ月半にわたって､

ケニヤ共和国において古生物学的野外調査および

持本調査をおこなった｡調査地はケニヤ北部のナ

チョラ及びサンプル丘陵である｡ナチョラ地域に

おいては.化石産地BG-Kにおいて､発掘を実施

した.それによって､大型中新世類人猿である

NachoJapL'thecusをはじめとする脊椎動物化石が

血sJruで発見された｡

G)東南アジアにおける古生物学的野外調査
団松 豊

2000年1月～2月にかけて.タイ王国北部の

山間盆地において､中新続を対象にした古生物学

的野外調査を実施した｡ソプ･メ一 ･タムにおけ

る化石の表面採集､チェン･ムアン炭坑における

ゴンフォチリウム科のゾウ化石の発掘およびそれ

以外の化石の表面採典が主な活動であった｡その

他.メ～ ･ライ炭坑､ナン地域においても予察を

おこなった｡

<研究実損>

論文

一英文-

1)Hamada,Y.,Hayakawa.S..Suzuki.∫.&
Ohkura,S.(1999)AdolescentGrowthand

DevelopmentinJapaneseMacaques(Macaca

luscata)I.PunctuatedAdolescentGrowth

SpurtbySeason.Primates40(3):439-452.

2)Ishida.H.,Kunimatsu.Y.,Nakatsukasa.

M.皮Nakano,Y.(1999)Newgenusfrom

theMiddleMioceneofNachola.Kenya.

Anthrop⊃logicalScience107(2):189-191.

-和文-

1)片山一道(1999)民族の象徴としての身体 :

人穂神話への決別｡r瓜否身体と文化.①技術
としての身体J(野村雅一 ･市川雅将).大修雌

昏店.pp.181-199.

2)苅井正成 ･鍔本武久 ･国松豊 ･茂原信生

(1999)ボンダウンの霊長類化石とその年代 -

ミャンマーの後期始新世のホニュウ類化石相に

ついて-｡霊を長類研究 15(I):17-38.

総説

一和文-

1)片山一道(1999)r考える足 :ひとはどこか

ら来て,どこへ行くのか｣､日本経済出版社､

270pp.

2)片山一道(1999)r古人冊は語る :骨考古学

ことはじめJ角川ソフィア文碓257､角川書店､

238pp.

3)片山一道(2000)r純文人と ｢弥生人｣ :古
人骨の郡作締J昭和生､258pp.

報告 ･その他

一英文-

1)Takai.M.&MourLT.(1999)Bonesand

teeth.In:AsianScientificSeminaron

Biodiversity:MessagesfromPrimatology

(ed.Takenaka.0.).PrimateResearch

lnstitute(KyotoUn王vcrsity).Inuyama.pp.
89-127.

-和文-

1)河田榊 ･鵜殿俊史(1998)コンゴ共和国にお

ける類人損保甥施設について-PPGレフイニ

の施設と環境.モンキー42(5･6=No.283･

284):23-28.

2)浜田税(2000)1000年後心と体どう変わる｡

毎日新聞 2000年1月1日pp.33-35.

3)片山一道(1999)摸川人ほか30項目｡r岩波

日本史事典｣所収.岩波書店｡

4)片山一道(1999)ポリネシアで台風に遭い､

地震に遭うのは千載一遇のチャンス｡学術月報

52(6):95-96.

5)片山一道(1999)"妙くこど●と人間｡聖教

新聞 1999年4月20日.

6)片山一道 (1999)理系と文系をこえた歴史

学 :r民族自然軌 史祝の提唱｡エコソフィア

3･.38141.

7)片山一道(1999)ポリネシア､ひとり旅(9:

トンガ紀行｡月刊 ｢SouthPacific｣218:1-ll.

日本 ･南太平洋綻折交流協会｡
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8)片山一道(1999)ポリネシア､ひとり旅② :

ニュージーランド･チャタム諸島紀行｡月刊

rSouthPacific｣219:4-12.日本 ･南太平洋経

済交流協会｡

9)片山一道(1999)ポリネシア､ひとり旅③ :

イースタ-島紀行｡月刊 ｢SouthPacific｣

220:1-10.日本 ･南太平洋経済交流協会｡

10)片山一道(1999)ポリネシアの動物扱｡人と

家畜のかかわりの理念に関する検討会報告書｣､

ヒトと動物の関係学会､pp.113-117.

ll)片山一道(1999)2000年のバックボーン(イ

ンタビュー)｡｢噂好｣別冊Milletブック,明治

屋､pp.3-21.

12)片山一道 (1999)骨をみよ､骨に聞け(みん

ぱく･インタビュー)｡月刊 ｢みんぱく｣10月

号､国立民族学博物館､pp.2-7.

13)片山一道(1999)もうひとつの日本人起源

論 :弥生人は来なかった? ｢サイアス｣10月

号.pp.7-9.

14)片山一道(1999)ポリネシア人と貝｡｢海辺

からのたより｣5:6(特集､貝と人のかかわり).

西富市貝yI館｡

15)片山一道(1999)｢プンヤJとのはじめと別れ｡

｢未知なる大地をめざして :追悼 井上民二｣､

私家版､pp.440-442｡

16)片山一道(2000)ポリネシアと篠遠音彦先生

のこと :21世紀への伝言｡r楽Bil考古学｣(篠

遠喜彦 ･荒俣宏著.平凡社ライブラリ一版)の

解説､平凡社.pp.391-399.

17)毛利俊班(1999)化石からみた言語の起原｡

エコソフィア3:84･85.

18)西村剛 ･菊池泰弘 ･摘水大輔 ･損田穣(1999)

類人猿に関する形態学的研究一侵襲性を極力減

らす方法｡霊長玩研究 15:259-266.

書評

一和文-

1)片山一道(1999)r森と砂漠と海の人びとJ

原子令三著.UTP製作センター｡エコソフィ

ア4:139.

学会発表等

一英文-

1)Kunimatsu.Y..Nakatsukasa,M..Nakano,

Y.&Ishida.H.(1999)Thejawsanddentition

of血elargeMiocenehominoidfromNachola,

northern Kenya.The International

SymposiumonEvolutionofMiddleand

LateMioceneHominoidsinAfrica(July

1999,Kyoto).

2)Nakatsukasa,MーKunimatsu.Y.,Nakano,

Y.&Ishida.H.(1999)Postcranialfeatures

ofthelargehominoidfromNacholain

comparisonwithKenyapL'thecusaln'canus

and K.wJ'ckeTL'.The International

SymposiumonEvolutionofMiddleand

LateMioceneHominoidsinAfrica(July

1999,Kyoto).

-和文-

1)千種浩 ･山口英正 ･片山一道(1999)神戸新

方遺跡出土の弥生時代前期の人骨について｡約

16回日本文化財科学会大会 (1999年6月､奈

良)｡研究発表要旨集pp.204-205.

2)深浮芳樹 ･鈴木恵介 ･片山一道 ･杉原消凸

(1999) 四分追跡発見の合葬墓｡第16回日本

文化財科学会大会 (1999年6月､奈良)｡研究

発表要旨集pp.200-201.

3)郡司晴元 ･拓田稜(1999)Dexaによるニホン

ザル骨密度の横断的測定｡第53回日本人yl学会

大会(1999年11月､八王子)｡An thropological

Science108(1):97.

4)損田穣 ･早川消治 (1999)ニホンザルの体

脂肪｡第15回日本霊長類学会大会(1999年6月､

宮崎)｡

5)浜田穣 ･早JJl消治(1999)思春期ニホンザ

ルの体重変化｡第53回日本人軌学会大会

(1999年11月,八王子)｡Anthropological

Science108(1):84.

6)渡田穣(2000)ヒトの成長の特徴 :ヒト以外

の霊長類と比較して｡第11回日本発達心理学

会大会(2000年3月,東京)｡

7)星野光雄 ･石田英実･浮田順弘 ･図松丑･中

務真人 (1999)北ケニア､ナチョラ地域の

Pan-African.第36回日本アフリカ学会大会

(1999年5月､京都)｡

8)石田英実 ･中務真人 ･図松豊 ･中野良彦

(1999)北ケニア､ナチョラ産中新世中期ホミ

ノイドの新屈新種 :ナチョラビテクス ケリオ
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イの創設｡節53回El本人鞘学会大会(1999年

11月,八王子)｡AnthropologicalScience

108(1):92.

9)片山一道(2000)近扱地方の 弥̀生人'｡シ

ンポジウム ｢池上曽根追跡からの新視点 :弥生

時代の人 ･社会 ･風土｣(2000年2月､大阪)｡

シンポジウムfl料典pp.63-67.

10)片山一道 (2000)カマン･カレホユツク､

アッシリア植民時代の受焼人骨を研究すること

の意義｡第10回トルコ調査研究会(2000年3月､

火双)｡

ll)菊池泰弘･添田横(1999)ニホンザルにおけ

る幌骨断面の特性値について｡第53回日本人

机学会大会(1999年11月,八王子)｡

12)松本洋明･片山一道(1999)天理市長等追跡

から出土した弥生時代の人骨について :人骨の

保存方法と役所｡耶16回日本文化財科学会大

会(1999年6月,奈良).研究発表要旨処pp.

202-203.

13)松村秋芳･高橋裕･菊池正嘉 ･西村剛･桁田

税(1999)チンパンジー大腿部運動器の機能形

態学的分析｡第53回日本人類学会大会(1999
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集団退伝分野

庄武孝苑･川本 芳 ･平井啓久1)

<研究概要>

A)ニホンザルの災田近伝学的研究

川本 芳･庄武草花

日本列島全域にみられるミトコンドリア

DNAの地理的変兄を調査し､Dループ細域の塩

基配列の比較を進めた｡狩られた結果を,宮崎市

で開催された第15回日本霊長類学会大会で発表

した｡また､共同利用研究において糞および古骨

DNAの分析により束北地方北上山地のニホンザ

ルの迫伝的特性を調査した｡

和歌山県で生じたニホンザルとタイワンザル

の交雑を調査し.宮崎市で開催された第15回日

本霊長類学会大会および名古屋市で開催された日

本柄乱切学会1999年度大会で経過を報告した｡

B)Macaca屑サルの系統関係

PerwitasariゼarajallahDyah2)･

川本 芳 ･庄武孝菰

インドネシアのスンダ島幌地域のカニクイザ

ルにみられる血液蛋白およびミトコンドリア

DNAの変先に関する研究を印刷公式した.また.

スマトラ島南部のタブアン島のカニクイザルの迫

伝的特性について､宮崎巾でPTl催された耶15回

日本霊長郡学会大会で発表した｡

C)ヒヒ軒の柚分化に関する狐田近伝学的研究

庄武孝菰 ･川本 芳

大地満印で附黙されているエチオピアのゲラ

ダヒヒ集団間の迫伝的分化を調査するため､ミト

コンドリアDNAの塩衣配列を比較した.得られ

た結果を.宮崎市で開催された耶15回El本霊長

類学会大会で発鼓した｡また､文部懲科学研究費

によりアラビア単品のサウジアラビア､オマーン

でマントヒヒの捕兜調査ならびに分布調査をおこ

なった｡

D)マダガスカル産原猿類の遺伝学的研究

郷 康広2)･平井啓久 ･川本 芳 ･

小山直樹3)･平井百合子4)

アフリカ地域研究賃料センターとの共同研究

で.マダガスカル国に生息する原猿類に関する調
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